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目的：わが国の保健医療福祉職による認知症の人の日常生活上の意思決定支援の動向と支援内容を明らかにす

る。方法：医中誌Web版、CINAHL、MEDLINE、PubMed、Google Scholar、ハンドサーチにより文献収集をして、ス

コーピングレビューを実施した。結果：データベース間の重複文献を削除後、タイトルと抄録を精読して、選定

基準を満たす6文献を選定した。認知症の人の日常生活における意思決定支援をしている保健医療福祉職は、地

域を拠点に活動している専門職であった。支援対象者の認知症の人は、3文献では高齢者施設で生活する高齢者、

うち1文献では認知症の程度が中程度か重度の人に限定していた。残りの3文献では、訪問看護を利用しながら在

宅療養をしている人、認知症初期集中支援チーム員から支援を受けている人、成年後見制度の被後見人であっ

た。保健医療福祉職による認知症の人の日常生活における意思決定支援の内容は、6コアカテゴリーが抽出され

た。その内容は、【認知症の人を尊重した関係性を構築する】【意思を捉える視点や判断基準を明確にして情報

収集する】【認知症の人が意思を表出しやすい環境を整える】【意思確認の時機の見通しを立てる】【認知症の

人の意思を実現する体制をつくる】【認知症の人の意思に沿っているか支援を評価する】だった。結論：認知症

の人の日常生活における意思決定支援をする保健医療福祉職は、地域を拠点に生活の場へ赴いたり、施設などで

長期的に関ったりしている人であった。認知症の人には、意思表出が困難な進行した認知症の人が含まれてい

た。今後は、診断の有無に関わらず早期から継続的に認知症の人の日常生活を支えている保健医療福祉職に焦点

をあてて、保健医療福祉職の意図や判断といった思考過程も含めて意思決定支援の内容を明らかにしていく必

要性が示唆された。 
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Ⅰ．緒 言 

急速な高齢化の進展に伴い認知症者数が増加し、

わが国では 2025 年に高齢者の約 5 人に 1 人、約 730

万人が認知症になると推計されている 1）。そのため、

認知症になっても意思が尊重され、住み慣れた地域

で自分らしく暮らし続けることができる社会の実現

は喫緊の課題である。2015 年には認知症施策推進総

合戦略が策定され、認知症の人や家族の視点を重視

した施策が推進され始めた。さらに、2018 年には認

知症の人が自らの意思に基づいた日常生活を送れる

ことを目指し、厚生労働省において、「認知症の人の

日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドラ

イン（以下、ガイドライン）」が策定された 2）。これ

らより、認知症の人々が自分で意思を形成して、そ

れを表明でき、自らの意思に基づく生活を送れるこ

とを目指した日常生活における意思決定支援が求め

られている。 

ガイドラインの普及・定着に向けた調査報告書に

よると、認知症の人の意思決定支援の実施割合は約

6 割、うち日常生活における意思決定支援の実施割

合は約 3 割である 3）。意思決定支援は、意思が推定

できない患者の救命や延命に関わる医療の選択にお

ける倫理的課題を基に、医療やケアの選択場面で推

進されてきた 4）。そのため、認知症の人の意思決定

支援も医療の選択場面で多く実施されてきたが、認

知症の人が自らの意思に基づく生活を送るためには、

日常生活における意思決定支援の推進が重要と言え

る。ガイドラインは、概ね規範的なルールとヒント

集である手引きで構成されており、後者のヒント集

をよりどころにして、１つでも意思決定支援の実践

をすることを勧めており 5）、日常生活における意思

決定支援の標準的なプロセスと留意点を示している。

つまり、ガイドラインは実際に取組まれている具体

的な支援内容について明記されたものではない。ま

た、ガイドライン制定以前から支援は実施されてい

たと推察されるが、ガイドライン策定前から策定後

までの複数の知見を統合した先行研究は見当たらな

い。今後、認知症の人の日常生活における意思決定

支援を推進するには、わが国の保健医療福祉職によ

る支援に関する研究動向と支援内容について先行研

究の知見を体系的に統合する必要がある。 

そこで、本研究は研究テーマに関する性質を大枠



 
 

で捉えて既存の知見を統合し、研究の必要性がある

未解決な部分であるギャップを特定する手法である

スコーピングレビュー（以下、ScR）を用いて6）、わ

が国の保健医療福祉職による認知症の人の日常生活

における意思決定支援の研究動向とその支援内容の

先行知見を統合することを目的とする。なお、認知

症の人の日常生活を支える仕組みや制度は国により

異なり、日常生活という生活全般における意思決定

支援に携わる専門職種にも違いがあるため、わが国

の研究に限定する。 

 Ⅱ．方 法 

１．用語の定義 

 認知症の人：本研究における認知症の人は、認知

症の種類や進行度および発症年齢は問わず、認知症

と診断されている全ての人である。 

 日常生活における意思決定支援：認知症の人であ

っても能力を活かして、自らの意思に基づいた生活

を送れることを目指して行う、意思決定支援者によ

る本人支援である。また、認知症の人の意思決定を

プロセスとして支援するもので、そのプロセスは本

人が意思を形成することの支援と、本人が意思を表

明することの支援を中心とし、本人が意思を実現す

るための支援を含む 2）。なお、日常生活の中に社会

生活を含めるが、医療の選択に関する意思決定支援

は含まない。  

２．研究デザイン 

 本研究では、保健医療福祉職による認知症の人の

日常生活における意思決定支援に関する研究動向と

支援内容について知見を統合するため ScR の方法論

に基づき実施した。ScR の具体的な枠組みは、(1)研

究疑問の特定、(2)関連研究の特定、(3)研究の選択、

(4)データの抽出、(5)結果の統合、要約、報告であ

る 6）。 

３．文献検索の方法 

１） 研究疑問の特定 

研究疑問は、わが国の保健医療福祉職による認知

症の人の日常生活における意思決定支援に関する研

究動向と支援内容について明らかにされていること

は何かである。PCC（P：Population, C:Concept, 

C:Context）に沿って、P（Population）：保健医療福

祉職が、C（Context）：認知症の人の日常生活におい

て、C（Concept）：実施している意思決定支援の内容

は何かと設定した。 

２） 関連研究の特定 

文献の検索は、PubMed、CINAHL ならびに MEDLINE、

医学中央雑誌 Web 版を用い、2023 年 3 月 8 日検索を

実施した。キーワードは、P（Population）：保健医

療福祉職は、「看護職/TH（Nurses/MeSH）」「介護支援

専門員/TH」「社会福祉士/TH(Social workers/MeSH)」

「医師/TH(Physicians/MeSH)」とした。C（Context）：

認知症の人の日常生活におけるは、「認知症/TH

（Dementia/MeSH）」とした。C（Concept）:意思決定

支援は、「意思決定/TH（Decision Making/MeSH）」「意

思 決 定 支 援 技 法 /TH(Decision support 

techniques/MeSH)」「看護アセスメント/TH(Nursing 

assessment/MeSH)」「本人の希望/AL」「本人の意思/AL」

「本人の思い/AL」とした。P と C（Context）は統制

語を用いて、C（Concept）は統制語とフリーキーワ

ードを組み合わせて用いた。類似概念を OR 検索し、

PCC の概念間を AND 検索した。さらに、グレイ・リ

テラチャーを含めて検討するため Google Scholar

とハンドサーチによる文献収集に努めた。 

４．研究の選択 

言語は英語と日本の文献に絞り、検索文献のデー

タベース間での重複を削除後、タイトルと抄録を精

読して適格基準に沿って対象文献を選定した。適格

基準は、①認知症の人の日常生活におけるわが国で

の意思決定支援の内容が記述されていること、②認

知症の本人に焦点を当てた意思決定支援に関する研

究であることとした。除外基準は、①認知症や意思

決定支援に関係のない論文、②医療の選択に関する

意思決定支援の論文、③認知症の本人以外の意思に

焦点化している論文、④頁数が少なく意思決定支援

の内容を読み取れない論文、⑤我が国で取り組んで

いる支援内容が記されていない文献やガイドライ

ン・活動指針などの資料とした。 

５．分析方法 

１） データの抽出 

データの抽出は、テーマに沿って主要な項目の図

表を作成することである。そのため、著者、論文タ

イトル、発行年、研究目的、研究デザイン、調査や

介入の年、PCC に沿ったＰ：保健医療福祉職、Ｃ：認

知症の人、Ｃ：日常生活における意思決定支援の内

容について、データを整理した。 

２） 結果の統合 

結果の統合は、データの質的統合を行うことから
6）、意思決定支援の内容を質的帰納的に分析した。対

象文献からデータを得る際の結果の解釈は、コード

として記述がある場合は、コードをそのまま抜き出



 
 

した。コードとして記述がない場合は、本文中に記

載されている知見を集めて、共同研究者 2 名がとも

に意思決定支援の内容を具体的に読取り可能と判断

したものについて、結果の意味内容を損なわないよ

うにコードとして抽出した。そして結果の統合では、

コードを意味内容の類似性に基づき質的帰納的に分

析し、抽象度を高めながらサブカテゴリー、カテゴ

リー、コアカテゴリーの順に統合した。共同研究者

2 名でデータの解釈とカテゴリー化の妥当性の確認

を行った。 

６．倫理的配慮 

 分析対象文献の著作権を遵守して出典を明記し、

記述内容を抽出する際には筆者の著述内容を損なわ

ないように努めた。 

Ⅲ．結 果 

１． 対象文献の概要（図１、表１） 

 

図１ 対象文献の選定フロー 

 

文献検索の結果、重複文献を除き 426 文献が検索

され、一次スクリーニングにて 162 文献が除外され、

さらに二次スクリーニングにて 258 文献が除外され、

最終的に 6 文献 7～12）が対象となった。発行年は、ガ

イドライン策定前の 2011 年～2017 年が 3 文献、策

定後の 2018 年～2022 年が 3 文献だった。なお、調

査や介入は、ガイドラインが策定された 2018 年 6 月

までに 5 文献で実施されていた。 

意思決定支援をしている保健医療福祉職は、3 文

献では介護老人保健施設や介護老人福祉施設等の高

齢者施設に勤務する介護職、看護職、理学・作業療

法士、相談員だった。残り 3 文献では、訪問看護師、

後見人の社会福祉士、地域包括支援センターや地域

医療機関に設置されている認知症初期集中支援チー

ムの構成員である看護師や社会福祉士や精神保健福

祉士だった。 

認知症の人は、3 文献では高齢者施設で生活する

認知症高齢者であり、うち 1 文献では認知症の程度

が中等度もしくは重度の人に限定していた。残り 3

文献では、地域で生活を送る認知症の人だった。3 文

献の内訳は、訪問看護を利用している人、認知症初

期集中支援チーム員から支援を受けている人、成年

後見制度の被後見人だった。 

２． 保健医療福祉職による認知症の人の日常生活

における意思決定支援の内容（表２） 

 保健医療福祉職による認知症の人が望む日常生活

の実現に向けた意思決定支援の内容は、抽出した

133 のコードから、55 サブカテゴリー、14 カテゴリ

ー、6 コアカテゴリーに統合された。 

保健医療福祉職による認知症の人の日常生活にお

ける意思決定支援の内容は、【認知症の人を尊重した

関係性を構築する】【意思を捉える視点や判断基準を

明確にして情報収集する】【認知症の人が意思を表出

しやすい環境を整える】【意思確認の時機の見通しを

立てる】【認知症の人の意思を実現する体制をつくる】

【認知症の人の意思に沿っているか支援を評価する】

であった。以下、コアカテゴリーを【 】、カテゴリ

ーを≪≫、サブカテゴリーを<>で示す。 

１） 【認知症の人を尊重した関係性を構築する】 

保健医療福祉職は、≪認知症の人ではなく一人の

人として尊厳を守る≫ことや≪認知症の人にとって

安心できる存在になる≫ことをしており、【認知症の

人を尊重した関係性を構築する】ようにしていた。 

具体的には、＜人生の先輩である人のプライドや

役割を尊重した態度や言葉遣いをする＞ことや＜誤

魔化しや不適切な対応をせず認知症の人との約束を

守る＞ことを心掛け、≪認知症の人ではなく一人の

人として尊厳を守る≫ようにしていた。また、＜認

知症の人と関わる機会や回数を増やしながら顔見知

りの関係になる＞ことなどにより≪認知症の人にと

って安心できる存在になる≫ようにしていた。 

２） 【意思を捉える視点や判断基準を明確にして

情報収集する】 

保健医療福祉職は、≪認知症の人の意思を捉える

ための観察の視点をもつ≫≪認知症の人の生活や経

験に関する情報から意思を捉える≫≪認知症の人の

意思の尊重と安全な生活のバランスを図る≫ことに

より、【意思を捉える視点や判断基準を明確にして情 
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よ

る
当

事
者

と
そ

の
家

族
の

意
思

決
定

に
向

け
た

か
か

わ
り

を
明

ら
か

に
す

る
。

　
質

的
　 　

半
構

成
的

面
接

に
よ

る
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査

2
0
1
7
年

3
月

お
よ

び
8
月

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

員
;
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

設
置

さ
れ

た
支

援
チ

ー
ム

所
属

の
看

護
師

1
名

と
社

会
福

祉
士

1
名

、
地

域
医

療
機

関
に

設
置

さ
れ

た
支

援
チ

ー
ム

に
所

属
す

る
看

護
師

1
名

と
社

会
福

祉
士

1
名

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

員
が

支
援

す
る

認
知

症
の

当
事

者
と

そ
の

家
族

支
援

チ
ー

ム
員

は
、

当
事

者
の

認
知

症
へ

の
対

処
に

関
す

る
意

思
決

定
に

向
け

た
か

か
わ

り
に

つ
い

て
、

【
警

戒
心

を
抱

か
せ

な
い

、
時

間
を

か
け

た
丁

寧
な

関
係

構
築

】
【

当
事

者
と

家
族

双
方

の
思

い
を

調
整

す
る

か
か

わ
り

】
【

早
期

診
断

・
早

期
対

応
を

意
識

し
た

活
動

】
【

当
事

者
の

思
い

を
中

心
に

し
た

受
診

や
サ

ー
ビ

ス
の

導
入

】
【

認
知

症
対

策
へ

の
認

知
度

が
向

上
し

た
こ

と
に

伴
う

課
題

が
あ

る
な

か
で

の
か

か
わ

り
】

と
捉

え
て

い
た

。

9
)

松
本

ら
認

知
症

高
齢

者
の

在
宅

療
養

継
続

を
目

指
し

た
訪

問
看

護
師

の
支

援
　

－
対

象
理

解
に

焦
点

を
あ

て
て

－

2
0
1
8
年

対
象

理
解

に
焦

点
を

あ
て

た
認

知
症

高
齢

者
の

在
宅

療
養

継
続

を
目

指
し

た
訪

問
看

護
師

の
支

援
に

つ
い

て
明

ら
か

に
す

る
。

　
質

的

　
半

構
成

的
面

接
法

を
用

い
た

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

（
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
実

施
前

に
事

例
へ

の
訪

問
看

護
場

面
に

研
究

者
も

同
行

し
、

支
援

の
様

子
を

観
察

）

2
0
1
6
年

8
月

か
ら

1
1
月

看
護

師
経

験
歴

2
0
年

以
上

、
訪

問
看

護
経

験
年

数
3
年

以
上

で
あ

り
、

調
査

時
点

で
訪

問
看

護
師

と
し

て
勤

務
し

て
い

る
看

護
師

3
名

訪
問

看
護

を
利

用
し

て
い

る
認

知
症

高
齢

者
訪

問
看

護
師

は
、

【
培

っ
て

き
た

人
生

に
敬

意
を

払
い

療
養

者
の

尊
厳

を
守

る
】

と
い

う
信

念
に

立
ち

、
【

言
葉

に
頼

ら
ず

全
身

を
使

っ
て

気
遣

い
を

表
現

し
焦

ら
ず

徐
々

に
心

を
通

わ
せ

】
、

【
観

察
と

ケ
ア

チ
ー

ム
と

の
連

携
に

よ
り

療
養

者
が

自
ら

表
現

で
き

な
い

状
態

を
ア

セ
ス

メ
ン

ト
】

し
て

療
養

者
の

世
界

に
身

を
置

い
て

い
た

。
そ

の
上

で
、

【
療

養
者

の
状

態
を

経
時

的
に

捉
え

起
こ

り
う

る
リ

ス
ク

を
ア

セ
ス

メ
ン

ト
し

予
防

】
し

、
【

療
養

者
が

言
葉

に
で

き
な

い
症

状
を

感
知

し
適

切
な

治
療

に
つ

な
げ

】
、

【
療

養
者

の
で

き
る

力
を

最
大

限
に

引
き

出
し

生
活

に
取

り
入

れ
】

回
復

を
助

け
る

支
援

を
行

っ
て

お
り

、
カ

テ
ゴ

リ
ー

の
1
つ

1
つ

が
連

動
し

て
実

施
さ

れ
る

こ
と

が
、

認
知

症
高

齢
者

へ
の

支
援

に
重

要
で

あ
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

。

1
0
）

山
地

ら
高

齢
者

施
設

で
の

日
常

生
活

に
お

い
て

認
知

症
高

齢
者

が
ア

ド
ボ

カ
シ

ー
を

必
要

と
す

る
状

況
と

看
護

師
の

支
援

内
容

2
0
1
7
年

高
齢

者
施

設
で

生
活

す
る

認
知

症
高

齢
者

が
日

常
生

活
を

送
る

う
え

で
ア

ド
ボ

カ
シ

ー
を

必
要

と
す

る
状

況
と

看
護

師
が

実
践

す
る

ア
ド

ボ
カ

シ
ー

の
内

容
を

明
ら

か
に

す
る

。

　
質

的
　 　

面
接

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
用

い
た

半
構

成
的

面
接

2
0
1
4
年

9
月

か
ら

1
2
月

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
等

の
高

齢
者

施
設

に
勤

務
す

る
認

知
症

看
護

認
定

看
護

師
９

名

高
齢

者
施

設
で

生
活

す
る

認
知

症
高

齢
者

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
支

援
に

お
い

て
看

護
師

が
実

践
し

て
い

る
ア

ド
ボ

カ
シ

ー
の

う
ち

、
大

カ
テ

ゴ
リ

ー
【

意
思

決
定

を
支

援
す

る
】

に
集

約
さ

れ
た

カ
テ

ゴ
リ

ー
の

内
容

は
、

次
の

６
つ

で
あ

っ
た

。
[
意

思
表

現
を

し
や

す
い

環
境

を
つ

く
る

]
[
意

思
を

探
索

す
る

]
[
チ

ー
ム

で
協

働
し

て
意

思
を

と
ら

え
る

]
[
認

知
機

能
の

低
下

に
備

え
、

情
報

収
集

す
る

]
[
本

人
に

合
っ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

り
な

が
ら

意
思

形
成

を
支

援
す

る
]
[
本

人
に

と
っ

て
の

最
善

の
利

益
へ

と
導

く
]
で

あ
っ

た
。

1
1
）

金
井

被
後

見
人

の
意

思
決

定
支

援
に

つ
い

て
の

取
り

組
み

～
社

会
福

祉
士

後
見

人
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

通
し

て
～

2
0
1
4
年

専
門

職
後

見
人

と
し

て
活

動
し

て
い

る
社

会
福

祉
士

が
、

認
知

症
高

齢
者

(
被

後
見

人
)
の

意
思

決
定

の
支

援
に

ど
の

よ
う

に
関

与
し

て
い

る
か

そ
の

実
態

を
捉

え
る

。

　
質

的

　
半

構
造

化
面

接
に

よ
る

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

2
0
1
3
年

8
月

か
ら

9
月

A
県

社
会

福
祉

士
会

の
会

員
で

認
知

症
の

高
齢

者
の

支
援

に
携

わ
っ

て
い

る
者

ま
た

は
携

わ
っ

て
い

た
者

7
名

認
知

症
高

齢
者

意
思

決
定

支
援

に
つ

い
て

の
考

え
方

で
は

、
「

ど
の

よ
う

な
人

に
も

、
意

思
が

あ
る

と
い

う
考

え
方

の
も

と
で

、
生

活
の

主
役

は
本

人
で

あ
る

こ
と

を
自

分
を

は
じ

め
周

囲
の

人
達

に
も

意
識

づ
け

な
が

ら
、

本
人

の
最

善
の

利
益

は
何

か
と

自
問

自
答

し
な

が
ら

進
め

て
い

る
」

や
「

暮
ら

し
の

様
子

や
そ

こ
で

の
表

情
を

観
察

し
な

が
ら

、
改

め
て

本
人

に
本

当
は

ど
う

し
た

か
っ

た
の

か
聞

く
。

そ
し

て
、

「
し

ょ
う

が
な

い
」

等
否

定
的

な
言

葉
が

出
る

場
合

に
つ

い
て

は
、

こ
こ

ま
で

の
背

景
に

つ
い

て
確

認
し

て
い

く
。

」
な

ど
が

あ
っ

た
。

　
意

思
決

定
支

援
を

進
め

て
い

く
方

法
で

は
、

「
本

人
の

思
い

を
探

る
た

め
に

若
か

っ
た

時
の

写
真

な
ど

を
見

て
も

ら
い

、
う

れ
し

い
顔

や
寂

し
い

顔
の

表
現

を
参

考
に

し
て

、
理

解
し

よ
う

と
努

力
し

て
い

る
」

や
「

感
情

的
に

発
せ

ら
れ

る
、

出
て

い
け

、
い

や
だ

と
い

う
発

言
を

言
葉

の
み

で
捉

え
る

の
で

は
な

く
、

そ
の

言
葉

の
裏

に
あ

る
俺

の
話

を
聞

い
て

よ
、

さ
び

し
い

よ
と

い
う

こ
と

に
き

ょ
う

か
ん

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
」

や
「

日
常

生
活

は
組

み
立

て
で

あ
り

、
そ

れ
ら

の
一

つ
ひ

と
つ

に
対

し
て

、
そ

の
都

度
、

本
人

に
ど

う
し

ま
し

ょ
う

か
と

伺
っ

て
い

き
な

が
ら

、
言

葉
だ

け
で

な
く

、
本

人
の

表
情

や
態

度
か

ら
も

把
握

す
る

」
や

「
本

人
の

意
思

が
確

認
で

き
な

い
重

度
の

方
の

場
合

は
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
や

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

者
が

お
り

、
本

人
と

の
付

き
合

い
も

長
く

思
い

を
掴

ん
で

い
る

た
め

、
そ

こ
か

ら
本

人
の

思
い

を
吸

い
上

げ
て

い
く

」
な

ど
が

あ
っ

た
。

1
2
）

渡
辺

高
齢

者
施

設
で

生
活

す
る

中
等

度
・

重
度

認
知

症
高

齢
者

に
自

己
決

定
の

機
会

を
提

供
す

る
看

護
介

入
の

有
効

性
に

つ
い

て
の

検
討

2
0
1
1
年

高
齢

者
施

設
で

生
活

す
る

中
等

度
・

重
度

認
知

症
高

齢
者

に
対

し
て

自
己

決
定

の
機

会
を

提
供

す
る

看
護

介
入

を
実

施
し

効
果

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
で

，
介

入
の

有
効

性
を

検
討

す
る

こ
と

で
あ

る
。

　
質

的

　
看

護
介

入
過

程
に

基
づ

い
て

立
案

し
た

介
入

計
画

に
沿

っ
た

看
護

介
入

　
介

入
は

，
対

象
者

 
1
 
名

に
つ

き
連

続
２

週
間

，
8
：

3
0
 
～

1
9
：

0
0
 
の

間
に

行
わ

れ
る

 
5

つ
の

日
常

生
活

行
動

（
｢
 
食

事
」

「
間

食
」

「
更

衣
」

「
排

泄
」

「
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
（

以
下

レ
ク

）
」

）
の

援
助

場
面

で
，

日
常

生
活

の
自

然
な

流
れ

に
沿

っ
て

実
施

2
0
1
0
年

以
前

(
詳

細
不

明
）

介
入

の
実

施
者

は
看

護
師

で
あ

る
調

査
者

2
 
箇

所
の

介
護

老
人

保
健

施
設

に
入

所
す

る
認

知
症

の
人

で
次

の
取

込
み

基
準

４
項

目
を

満
た

す
者

1
0
名

①
認

知
症

が
中

等
度

・
重

度
、

②
女

性
、

③
6
5
 
歳

以
上

、
④

入
所

１
ヶ

月
以

上 ＜
認

知
症

の
程

度
＞

中
程

度
５

名
、

重
度

５
名

＜
認

知
症

の
種

類
＞

血
管

性
１

名
、

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

６
名

、
混

合
性

１
名

、
老

人
性

２
名

自
己

決
定

の
機

会
を

提
供

す
る

看
護

介
入

と
し

て
次

の
プ

ロ
セ

ス
で

支
援

を
実

施
し

て
い

た
。

①
選

択
肢

を
提

示
す

る
②

潜
在

し
て

い
る

自
己

決
定

へ
の

欲
求

を
進

め
る

③
選

択
を

待
つ

④
選

択
し

た
行

動
を

支
援

す
る

⑤
欲

求
の

充
足

を
進

め
る

こ
れ

ら
の

介
入

を
実

施
し

た
結

果
、

1
0
名

中
7
名

の
対

象
者

が
介

入
開

始
時

か
ら

選
択

の
意

思
を

示
し

た
。

介
入

開
始

時
の

選
択

の
仕

方
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
は

，
【

援
助

者
に

促
さ

れ
て

選
択

の
意

思
を

示
す

】
【

援
助

者
や

他
入

所
者

と
相

互
に

関
わ

り
な

が
ら

選
択

す
る

】
で

あ
っ

た
。

そ
の

後
介

入
日

数
の

経
過

と
と

も
に

変
化

が
見

ら
れ

，
4

日
目

以
降

で
【

援
助

者
や

他
入

所
者

と
の

関
係

を
考

え
な

が
ら

選
択

す
る

】
，

8
 
日

目
以

降
で

【
選

択
の

意
思

を
明

確
に

示
し

て
行

動
す

る
】

が
み

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

，
1
2
 
日

目
以

降
に

は
【

周
囲

に
対

し
て

気
を

配
り

な
が

ら
選

択
す

る
】

が
み

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

表
1
 

対
象

文
献

の
概

要
 



 
 

  

　
コ
ア

カ
テ

ゴ
リ

ー
カ

テ
ゴ
リ

ー
サ

ブ
カ

テ
ゴ

リ
ー

文
献

認
知
症

の
人

で
は

な
く

生
活
者

と
し

て
捉

え
る

こ
と

を
心

が
け
る

8)

ど
の
よ

う
な

認
知

症
の

人
に
も

意
思

が
あ

る
と

い
う

考
え

の
も
と

で
支

援
す

る
7)

11
）

人
生
の

先
輩

で
あ

る
人

の
プ
ラ

イ
ド

や
役

割
を

尊
重

し
た

態
度
や

言
葉

遣
い

を
す

る
8)

9)

誤
魔
化

し
や

不
適

切
な

対
応
を

せ
ず

認
知

症
の

人
と

の
約

束
を
守

る
10

)

認
知
症

の
人

の
意

思
に

沿
わ
な

い
ケ

ア
実

施
時

に
は

そ
の

必
要
性

を
で

き
る

限
り

説
明
す

る
7)

11
）

認
知
症

の
人

と
ゆ

っ
く

り
と
接

す
る

時
間

を
確

保
す

る
8)

9)
10
）

認
知
症

の
人

の
話

を
傾

聴
す
る

態
度

を
示

す
8)

10
）

自
分
以

外
の

認
知

症
の

人
と
関

係
性

を
築

け
て

い
る

人
と

協
力
し

な
が

ら
信

頼
関

係
を
つ

く
る

8)
11

）

認
知
症

の
人

と
関

わ
る

機
会
や

回
数

を
増

や
し

な
が

ら
顔

見
知
り

の
関

係
に

な
る

8)
9)

認
知
症

の
人

が
話

し
や

す
い
雰

囲
気

や
関

係
性

を
作

っ
て

か
ら
聞

き
た

い
情

報
を

得
る

8)

認
知
症

の
人

が
不

快
な

感
情
を

抱
い

て
い

な
い

か
表

情
や

言
動
を

観
察

す
る

9)

認
知
症

の
人

の
身

振
り

や
表
情

や
態

度
を

観
察

し
て

意
思

に
つ
な

が
る

感
情

を
捉

え
る

7)
10

)1
1
）

認
知
症

の
人

が
若

か
っ

た
頃
の

写
真

を
も

と
に

喜
怒

哀
楽

の
表
現

を
捉

え
る

11
）

認
知
症

の
人

が
こ

れ
ま

で
の
生

活
で

大
切

に
し

て
き

た
こ

と
を
捉

え
て

関
わ

り
の

糸
口
に

す
る

9)

認
知
症

の
人

に
対

す
る

様
々
な

支
援

を
試

み
て

本
人

の
好

み
を
見

つ
け

て
い

く
7)

認
知
症

の
人

に
対

し
て

パ
タ
ー

ン
化

し
た

関
わ

り
を

変
え

る
こ
と

に
よ

り
意

思
表

現
を
と

ら
え

る
10

)

認
知
症

の
人

の
日

常
の

生
活
行

動
か

ら
意

思
表

現
を

観
察

す
る

9)

こ
れ
ま

で
の

生
活

や
経

験
を
把

握
し

て
認

知
症

の
人

の
言

動
や
態

度
が

も
つ

意
味

を
捉
え

る
8)

9)
10
）

認
知
症

の
人

の
意

思
を

尊
重
し

な
が

ら
安

全
な

生
活

が
維

持
で
き

る
か

を
判

断
す

る
8)

10
)1
1
)

生
命
や

生
活

に
支

障
が

な
け
れ

ば
不

合
理

に
思

え
て

も
認

知
症
の

人
の

意
思

を
尊

重
す
る

7)
10
)

認
知
症

の
人

の
言

動
に

よ
り
起

こ
り

得
る

他
者

と
の

関
係

悪
化
を

事
前

に
予

測
し

て
回
避

す
る

10
)1

1）

認
知
症

の
人

の
表

情
を

確
認
し

な
が

ら
直

接
ど

う
し

た
い

の
か
を

尋
ね

る
10

)1
1)
1
2)

認
知
症

の
人

に
聞

き
づ

ら
い
こ

と
を

あ
え

て
淡

々
と

話
を

聞
く
よ

う
に

し
て

い
る

8)

認
知
症

の
人

の
認

知
機

能
や
言

語
機

能
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

し
て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
方

法
を

選
択

す
る

7)
10

)

認
知
症

の
人

が
分

か
り

や
す
い

言
葉

で
質

問
や

説
明

を
す

る
11

)1
2)

多
少
の

沈
黙

が
生

じ
て

も
笑
顔

で
認

知
症

の
人

が
発

言
す

る
の
を

待
つ

10
)1

1）

認
知
症

の
人

の
ペ

ー
ス

に
会
話

や
ケ

ア
を

合
わ

す
7)

9)
10
）

認
知
症

の
人

の
意

思
や

価
値
観

を
否

定
も

肯
定

も
せ

ず
に

受
け
止

め
る

7)
8）

認
知
症

の
人

が
選

べ
る

い
く
つ

か
の

選
択

肢
を

提
示

し
て

決
定
を

委
ね

る
10

)1
2）

認
知
症

の
人

が
決

定
し

た
こ
と

に
対

し
て

肯
定

的
な

声
掛

け
を
す

る
12

）

認
知
症

の
人

が
決

定
し

た
こ
と

を
支

援
す

る
7)

10
)1
2
）

認
知
症

の
人

と
そ

の
家

族
に
対

し
て

別
々

に
話

を
聞

く
8)

認
知
症

の
人

と
そ

の
関

係
者
の

思
い

や
認

識
を

分
け

て
整

理
す
る

8)
9)

認
知
症

の
人

と
そ

の
家

族
や
周

囲
の

人
の

間
に

入
り

認
知

症
の
人

の
意

思
を

代
弁

や
仲
介

す
る

7)
8)

10
)
11

）

認
知
症

の
人

と
そ

の
関

係
者
の

言
動

や
認

識
の

違
い

を
含

め
て
認

知
症

の
人

を
理

解
す
る

8)

関
わ
り

を
も

つ
時

期
や

機
会
と

そ
の

間
隔

を
考

慮
し

な
が

ら
認
知

症
の

人
の

意
思

を
確
認

す
る

7)
10

)

認
知
症

の
人

が
警

戒
や

拒
否
を

示
し

て
い

な
い

か
観

察
し

て
無
理

な
介

入
を

避
け

る
9)

支
援
者

は
認

知
症

の
人

の
表
情

を
み

て
意

思
を

引
き

出
す

タ
イ
ミ

ン
グ

を
見

計
ら

う
7)

10
)

認
知
症

の
人

が
不

合
理

と
思
え

る
意

思
を

示
し

て
い

る
時

は
関
わ

る
タ

イ
ミ

ン
グ

を
見
計

ら
う

10
)

将
来
的

な
認

知
機

能
や

AD
Lの

低
下

と
そ

の
進
行

を
予

測
す

る
9)

10
)

認
知
症

の
人

が
意

思
を

発
言
で

き
る

う
ち

に
今

後
の

生
活

へ
の
意

向
を

聞
い

て
お

く
7)

10
)

認
知
症

の
人

や
関

係
者

か
ら
得

た
本

人
の

意
思

を
記

録
し

て
お
く

10
)1
1）

認
知
症

の
人

の
認

知
機

能
や
身

体
機

能
が

今
後

、
低

下
し

た
時
の

支
援

方
法

を
検

討
し
て

い
る

10
)

認
知
症

の
人

と
そ

の
生

活
を
よ

く
知

る
人

か
ら

こ
れ

ま
で

の
生
活

や
思

い
に

関
す

る
情
報

を
得

る
7)

8)
9)
1
1）

認
知
症

の
人

の
受

入
れ

や
す
さ

を
考

慮
し

て
関

わ
る

人
や

人
数
を

調
整

す
る

8)
9)
10
）

認
知
症

の
人

と
関

わ
る

支
援
者

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
性

を
活

か
し
て

役
割

を
決

定
す

る
7)

8）

認
知
症

の
人

の
意

思
を

実
現
す

る
た

め
の

社
会

資
源

に
つ

い
て
情

報
収

集
す

る
8)

認
知
症

の
人

の
意

思
を

尊
重
す

る
よ

う
に

家
族

や
関

わ
る

人
に
対

し
て

助
言

す
る

10
)

家
族
や

関
係

者
に

対
し

て
支
援

で
き

そ
う

な
こ

と
を

確
認

し
て
協

力
を

得
る

10
)1
1）

認
知
症

の
人

の
意

思
を

一
人
で

推
察

せ
ず

関
係

者
チ

ー
ム

全
体
で

話
し

合
う

7)
10
)1
1
）

認
知
症

の
人

の
人

柄
や

こ
れ
ま

で
の

生
活

状
況

を
多

職
種

で
情
報

共
有

す
る

7)
11
）

認
知
症

の
人

の
意

思
に

沿
え
る

よ
う

に
関

係
者

と
連

携
す

る
8)

11
）

認
知
症

の
人

の
言

葉
を

使
っ
て

把
握

し
た

意
思

の
内

容
に

間
違
い

が
な

い
か

確
認

す
る

10
)1

1）

認
知
症

の
人

の
意

思
を

尊
重
で

き
て

い
る

か
認

知
症

の
人

の
表
情

や
し

ぐ
さ

を
確

か
め
る

10
)1
1）

支
援
者

の
価

値
観

や
先

入
観
に

よ
り

認
知

症
の

人
の

意
思

が
置
き

去
り

に
な

っ
て

い
な
い

か
を

個
人

や
チ

ー
ム

で
振

り
返
る

10
)

　
認
知

症
の

人
の

意
思

を
実
現

す
る

体
制

を
　

つ
く

る

認
知

症
の

人
と

支
え

る
人

の
関
係

性
を

踏
ま

え
て

役
割

を
調

整
す

る

認
知

症
の

人
の

意
思

を
支

え
る
人

や
資

源
を
増

や
す

認
知

症
の

人
の

意
思

を
支

え
る
関

係
者

と
連

携
す
る

　
認
知

症
の

人
の

意
思

に
沿
っ

て
い

る
か

　
支
援

を
評

価
す

る

認
知

症
の

人
の

意
思

を
尊

重
で
き

て
い

る
か

確
か

め
る

　
認
知

症
の

人
が

意
思

を
表
出

し
や

す
い

　
環
境

を
整

え
る

認
知

症
の

人
に

合
わ

せ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
方

法
で

意
思

を
確

認
す

る

認
知

症
の

人
が

意
思

を
表

出
し
や

す
い

態
度

や
姿

勢
を
示

す

認
知

症
の

人
と

そ
の

家
族

や
関

係
者
の

思
い

を
調

整
す

る

　
意
思

確
認

の
時

機
の

見
通
し

を
立

て
る

時
機

を
見

計
ら

い
な

が
ら

意
思

を
確

認
す

る

認
知

症
の

人
か

ら
の

意
思

把
握
が

可
能

な
時

機
を

見
通

し
て

関
わ
る

　
認
知

症
の

人
を

尊
重

し
た

　
関
係

性
を

構
築

す
る

認
知

症
の

人
で

は
な

く
一

人
の
人

と
し

て
尊

厳
を

守
る

認
知

症
の

人
に

と
っ

て
安

心
で
き

る
存

在
に

な
る

　
意
思

を
捉

え
る

視
点

や
判
断

基
準

を
　

明
確

に
し

て
情

報
収

集
す
る

認
知

症
の

人
の

意
思

を
捉

え
る
た

め
の

観
察

の
視

点
を
も

つ

認
知

症
の

人
の

生
活

や
経

験
に
関

す
る

情
報

か
ら

意
思

を
捉

え
る

認
知

症
の

人
の

意
思

の
尊

重
と

安
全

な
生

活
の

バ
ラ

ン
ス

を
図
る

表
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保
健

医
療

福
祉

職
に

よ
る

認
知

症
の

人
の

日
常

生
活

に
お

け
る

意
思

決
定

支
援

の
内

容
 



 
 

報収集する】ようにしていた。 

具体的には、＜認知症の人の身振りや表情や態度

を観察して意思に繋がる感情を捉える＞ことや＜認

知症の人が若かった頃の写真をもとに喜怒哀楽の表

現を捉える＞ことなど、≪認知症の人の意思を捉え

るための観察の視点をもつ≫ようにしていた。また、

＜認知症の人の日常の生活行動から意思表現を観察

する＞ことなどにより、≪認知症の人の生活や経験

に関する情報から意思を捉える≫ようにしていた。

さらに、＜認知症の人の意思を尊重しながら安全な

生活が維持できるかを判断する＞ことや＜生命や生

活に支障がなければ不合理に思えても認知症の人の

意思を尊重する＞ことなど≪認知症の人の意思の尊

重と安全な生活のバランスを図る≫ことをしていた。 

３） 【認知症の人が意思を表出しやすい環境を整

える】 

保健医療福祉職は、≪認知症の人に合わせたコミ

ュニケーション方法で意思を確認する≫≪認知症の

人が意思を表出しやすい態度や姿勢を示す≫≪認知

症の人とその家族や関係者の思いを調整する≫こと

をしていた。これらより、【認知症の人が意思を表出

しやすい環境を整える】ようにしていた。 

具体的には、＜認知症の人の表情を確認しながら

直接どうしたいのかを尋ねる＞ことや＜認知症の人

の認知機能や言語機能をアセスメントしてコミュニ

ケーション方法を選択する＞ことなど、≪認知症の

人に合わせたコミュニケーション方法で意思を確認

する≫ようにしていた。また、＜多少の沈黙が生じ

ても笑顔で認知症の人が発言するのを待つ＞ことや

＜認知症の人の意思や価値観を否定も肯定もせずに

受け止める＞ことなど、≪認知症の人が意思を表出

しやすい態度や姿勢を示す≫ようにしていた。さら

に、＜認知症の人とその家族や周囲の人の間に入り

認知症の人の意思を代弁や仲介する＞ことなどによ

り≪認知症の人とその家族や関係者の思いを調整す

る≫ことをしていた。 

４） 【意思確認の時機の見通しを立てる】 

保健医療福祉職は、≪時機を見計らいながら意思

を確認する≫ことや≪認知症の人からの意思把握が

可能な時機を見通して関わる≫ことをしていた。こ

れらより、【意思確認の時機の見通しを立てる】よう

にしていた。 

具体的には、＜関わりをもつ時期や機会とその間

隔を考慮しながら認知症の人の意思を確認する＞こ

となどにより≪時機を見計らいながら意思を確認す

る≫ようにしていた。また、＜将来的な認知機能や

ADL の低下とその進行を予測する＞ことや＜認知症

の人が意思を発言できるうちに今後の生活への意向

を聞いておく＞ことなど≪認知症の人からの意思把

握が可能な時機を見通して関わる≫ようにしていた。 

５） 【認知症の人の意思を実現する体制をつくる】 

保健医療福祉職は、≪認知症の人と支える人の関

係性を踏まえて役割を調整する≫≪認知症の人の意

思を支える人や資源を増やす≫≪認知症の人の意思

を支える関係者と連携する≫ことをしていた。これ

らより、【認知症の人の意思を実現する体制をつくる】

ようにしていた。 

具体的には、＜認知症の人の受入れやすさを考慮

して関わる人や人数を調整する＞ことや＜認知症の

人と関わる支援者それぞれの専門性を活かして役割

を決定する＞ことなどにより、≪認知症の人を支え

る人の関係性を踏まえて役割を調整する≫ことをし

ていた。また、＜認知症の人の意思を実現するため

の社会資源について情報収集する＞ことや＜家族や

関係者に対して支援できそうなことを確認して協力

を得る＞ことなど、≪認知症の人の意思を支える人

や資源を増やす≫ようにしていた。さらに、＜認知

症の人の意思を一人で推測せずにチーム全体で話し

合う＞や＜認知症の人の意思に沿えるように関係者

と連携する＞など、≪認知症の人の意思を支える関

係者と連携する≫ことをしていた。 

６） 【認知症の人の意思に沿っているか支援を評

価する】 

保健医療福祉職は、≪認知症の人の意思を尊重で

きているか確かめる≫ことで【認知症の人の意思に

沿っているか支援を評価する】ようにしていた。 

具体的には＜認知症の人の言葉を使って把握した

意思の内容に間違いがないか確認する＞ことや＜認

知症の人の意思を尊重できているか認知症の人の表

情やしぐさを確かめる＞ことなどをしていた。 

Ⅳ．考 察 

１．認知症の人の日常生活における意思決定支援

に関する研究の動向 

意思決定支援をしている保健医療福祉職は、自宅

や施設などの高齢者の住まいに位置付けられた場所

で生活を支えている看護職、介護職、理学・作業療

法士、社会福祉士、精神保健福祉士、相談員であっ

た。いずれも、地域を拠点に活動し、生活の場へ赴



 
 

いたり、長期的に関ったりする保健医療福祉職が認

知症の人の日常生活における意思決定支援に積極的

に関与していることが示された。 

認知症の人は、認知症初期集中支援チームから支

援を受けている人や訪問看護の利用者、判断能力の

低下により成年後見制度の被後見人となった者、高

齢者施設入所者であった。認知症の人の重症度や進

行度を示している文献は 1 文献のみであり、初期集

中支援チームが関わっている認知症の人であっても

認知症が軽度や初期とは限らないことから 13）、認知

症の人の重症度や進行度は分からない。一方、成年

後見制度にて被後見人は常に判断能力が欠けた状態

の最も支援を要する区分であること、高齢者施設の

入所には要介護認定区分等の条件があり要介護状態

であることを鑑みると、本研究において示された認

知症の人には、意思表出が難しく症状が進行した人

を含んでいると推察される。近年、認知症になって

も住み慣れた地域で希望をもって日常生活を過ごせ

る社会の実現に向けて 14）、意思を正確に捉えられる

可能性が高い早期からの意思決定支援が重要とされ

ている 2）。また、認知症の病期経過ごとの意思決定

支援内容を整理した長江ら 15）は、中等度から軽度の

時は生活の仕方や日常生活援助といった生活支援に

関する内容が多いことに対して、重症度が増すにつ

れ医療上の選択が主な支援内容であり、病状経過に

より支援内容が異なることを示している。このよう

に日常生活における意思決定支援は、認知症が早期

の段階からの支援が重要であるため、早期段階の認

知症の人に着目して日常生活における意思決定支援

の内容を解明していく必要性が示唆された。 

２．保健医療福祉職による認知症の人の日常生活に

おける意思決定支援の特徴 

保健医療福祉職による認知症の人が望む日常生活

の実現に向けた意思決定支援は、【認知症の人を尊重

した関係性を構築する】【意思を捉える視点や判断基

準を明確にして情報収集する】【認知症の人が意思を

表出しやすい環境を整える】【意思確認の時機の見通

しを立てる】【認知症の人の意思を実現する体制をつ

くる】【認知症の人の意思に沿っているか支援を評価

する】の 6 つであった。これら 6 つのコアカテゴリ

ーは、ガイドラインで示されている内容と概ね一致

していたが、本研究におけるサブカテゴリーにおい

て、実践されている具体的な行動レベルでの意思決

定支援内容が明らかになったと考える。 

【意思を捉える視点や判断基準を明確にして情報

収集する】ことや【認知症の人の意思に沿っている

か支援を評価する】ことは、重度の認知症の人であ

っても日常生活における望みや意思を有している16）

ことを保健医療福祉職が理解し、認知症の人の特性

に配慮して関わっていることの表れだと考える。ま

た、医療やケアの選択場面とは異なり、日常生活に

おける意思決定支援に特徴的な内容だと考える。具

体的には、＜認知症の人が若かった頃の写真をもと

に喜怒哀楽の表現を捉える＞ことや、＜認知症の人

の日常の生活行動から意思表現を観察する＞こと、

＜認知症の人の意思を尊重しながら安全な生活が維

持できるか判断する＞ことにより、意思に繋がる情

報を捉える視点や判断基準を明確にして情報収集を

していた。また、＜認知症の人の言葉を使って把握

した意思の内容に間違いがないかを確認する＞こと

や、＜認知症の人の意思を尊重できているか認知症

の人の表情やしぐさを確かめる＞ことにより、意思

として捉えた内容が本当に認知症の人の意思に沿っ

ているのか評価しながら支援していた。このように、

認知症の人は意思を有しながらも認知機能の低下に

よる生活への支障や自律の喪失や人間関係の障害等

により自尊感情が低下し 17）、自発的な意思表出が少

ないこと 18）を踏まえて、保健医療福祉職は感情や意

思に繋がる情報を細かく観察やアセスメントして内

在化している意思を汲み取り、評価していることが

特徴として示された。 

次に、【認知症の人を尊重した関係性を構築する】

【認知症の人が意思を表出しやすい環境を整える】

【意思確認の時機の見通しを立てる】【認知症の人の

意思を実現する体制をつくる】の 4 つは、認知症の

人の医療・ケアの選択における意思決定支援の内容
19）認知症に限らず様々な療養者に対する意思決定支

援内容 20）にも共通していた。これらは、人間の尊厳

や人権意識をもち人々を全人的な存在として認め、

人と環境の双方に働きかけて互恵的な社会の実現に

貢献するというソーシャルワークの原理21）に沿って

おり、保健医療福祉職における対人援助の基本では

ないかと考える。具体的には、＜認知症の人と関わ

る機会や回数を増やしながら顔見知りの関係になる

＞ことや＜認知症の人が不快な感情を抱いていない

か表情や言動を観察する＞ことがあった。認知症の

人は記憶障害が生じても、心に生じた感情は長く残

りやすいという特徴を踏まえて関係性が途切れない



 
 

ように接していることが示された。 

一方、熟達した保健医療福祉職は、マニュアルや

ガイドライン、研修などから学習した内容を現場で

の経験と連結し、実践の省察を通して内面化し、知

識の変換をして暗黙知や実践知を獲得している 22）。

このことを踏まえると、保健医療福祉職が意図して

実施している日常生活における意思決定支援は、言

語化されていない暗黙知22）として他にも存在してい

る可能性があると考える。これらのことから、今後

は未だ言語化されていない保健医療福祉職の暗黙知

として存在する意図や判断などの思考を含めて意思

決定支援の内容を具体的に解明していく必要性が示

唆された。 

３．本研究の限界と今後の研究への示唆 

本研究の限界は、認知症の発症年齢や種類と進行

度、日常生活における意思決定支援に携わる保健医

療福祉職を特定の専門職種に限定しておらず、専門

職種や所属機関、認知症の種類に応じた日常生活に

おける意思決定支援内容を明らかにできなかったこ

とである。しかしながら、保健医療福祉職による認

知症の人の日常生活における意思決定支援スキルの

向上が求められる中、本研究結果から次の 2 つの示

唆を得た。 

第一は、本研究では十分に明らかにできなかった

保健医療福祉職の意図や判断などの思考を含めた意

思決定支援の内容を明らかにする必要性である。基

本的な知識である形式知は、マニュアルやガイドラ

インの形で存在し、研修で教えることが可能である
22）。しかし、ケアの質は臨床判断により決定づけら

れ 23）、熟達した保健医療福祉職のスキルは実践しな

がら行った論理的思考に沿って、具体的な経験的知

識として学習することが可能になる 24）。このことを

踏まえると、保健医療福祉職の意思決定支援スキル

の向上には、マニュアルやガイドラインの活用によ

る知識の習得だけでは不十分であり、保健医療福祉

職が何を意図や判断しながら意思決定支援の実践に

取り組んでいるのかを明らかにすることが必要と考

える。 

第二は、本研究では認知症の人の進行度や重症度

は不明であり、意思を捉えられる可能性が高い時期

に関わる支援者による意思決定支援の内容は明らか

にされなかったことから、認知症の人も特定の種類

や進行度に限定し、日常生活における意思を捉えや

すい初期段階の時期や場面で関わる専門職による意

思決定支援の内容を明らかにする必要性である。意

思決定支援は医療・ケアの選択場面や日常生活の場

面などの様々な文脈や課題に対して実施され、その

文脈や課題が支援に影響することが報告されている
25）。また、認知症の人の意思をより正確に捉えられ

る可能性が高い時期から日常生活における意思を捉

えることが重要とされている 2）。これらより、地域

で生活する認知症の人を早期から継続的に支えてい

る地域包括支援センターなどの機関に所属する保健

医療福祉職に焦点を当てた研究が必要と考えられる。 

Ⅴ．結 論 

 認知症の人の日常生活における意思決定支援を

している保健医療福祉職は、地域を拠点に生活の場

へ赴いたり、施設などで長期的に関ったりしている

人であった。また、意思決定支援対象者である認知

症の人には、意思表出が困難な進行した認知症の人

が含まれていた。 

認知症の人の日常生活における保健医療福祉職に

よる意思決定支援の内容は、【認知症の人を尊重した

関係性を構築する】【意思を捉える視点や判断基準を

明確にして情報収集する】【認知症の人が意思を表出

しやすい環境を整える】【意思確認の時機の見通しを

立てる】【認知症の人の意思を実現する体制をつくる】

【認知症の人の意思に沿っているか支援を評価する】

であった。今後は、診断の有無に関わらず早期から

継続的に認知症の人の日常生活を支えている保健医

療福祉職に焦点をあてて、保健医療福祉職の意図や

判断といった思考過程も含めて意思決定支援の内容

を明らかにしていく研究の必要性が示唆された。 
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